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令和２年度前期技能検定首席検定委員・事務局会議開催

６月１日（月）に予定されていた、令和2年度前期技能検定「光学ガラス研磨作業」の首席検定委員・事務局会議が新型コロナウイルス感染対策により、中止となりました。
また、令和２年前期技能検定試験も中止となりました。令和２年度後期技能検定試験に関しては、現在のところ実施の見込みです。
令和２年度TC１７２国内委員会

　　例年６月に開催されていた、令和２年度ISO/ TC172（光学及びフォトニクス）国内委員会が新型コロナウイルス感染対策で、８月以降の開催となりました。
令和２年度のISO/TC172国内委員会委員は、次の方々です。

氏　　名　　　　　関係委員会・組織等　　　　　　　勤務先等

渋谷　眞人
委員長


東京工芸大学　名誉教授

木佐貫純也
経済産業省

産業技術環境局国際標準課　工業標準統括専門職
三浦　康晶
日本規格協会

標準部　規格開発ユニット
渋谷　眞人　　　SC1分科委員会会長
東京工芸大学　名誉教授（兼任）
梅木　修      SC3分科委員会会長
㈱オハラ　事業支援ｾﾝﾀｰ品質保証部長
高辻利之　　　　SC4 分科委員会会長
産業技術総合研究所計量標準総合ｾﾝﾀｰ
橋本　武      SC5 分科委員会会長
オリンパス㈱R＆D機能　光学システム開発　部長
千葉　稔　 　　　SC6 分科委員会会長
(株)トプコン
山口　典久　　　SC7 分科委員会会長
㈱ニデック　監査本部内部監査室　室長

波多腰玄一   SC9分科委員会会長
元(株)東芝
　また、８月以降に開催予定の委員会で、委員長の交代を予定しております。詳細は、委員会開催後に報告いたします。
また、この委員会の報告事項は、今年１０月以降に発行予定の「ISO/TC172国内委員会報告No.２７」に掲載されることになります。
日本光学工業協会の役員会開催

６月２２日（月）、港区芝公園の機械振興会館会議室において、令和２年度の日本光学工業協会役員会が開催されました。

まず、木村会長より開会の挨拶が行われ、そのあと事務局により出席者の紹介が行われました。出席者と主な報告・審議事項は以下のとおりです。

１．出席者

木村眞琴会長（日本光学工業協会、日本望遠鏡工業会）
山中徹副会長代理：伊藤専務理事（日本写真映像用品工業会）

真栄田雅也理事代理：伊藤事務局長（カメラ映像機器工業会）
濱谷正人理事代理：黒川事務局長（日本顕微鏡工業会）
浜田智秀理事：木村事務局長（日本光学測定機工業会） 
小澤素生理事代理：財部事務局長（日本医用光学機器工業会）

平野聡監事代理：石井事務局長（日本測量機器工業会） 
２．報告・審議事項

まずⅠ号議案の「平成３１年度（令和元年度）事業活動」と「平成３１年度（令和元年度）収支実績」についての報告が行われ、審議・承認されました。主な報告活動は以下のとおりです。

(1) 計測計量技術専門委員会関係

(2) 技能検定実施支援

(3) 国際規格標準化活動

(4) JIS原案作成委員会活動
次いで、Ⅱ号議案「令和２年度役員選出」が審議され、令和２年度新役員が次のとおり選出されました。
協会役職　　氏名　　　　　　所属団体・役職名　　　　　　　　  所属企業・役職名
会　長：　木 村 眞 琴　　日本望遠鏡工業会会長      　㈱ニコン　相談役
副会長：　山 中　徹　　　　日本写真映像用品工業会会長　㈱ｹﾝｺｰ･ﾄｷﾅｰ社長　
理　事：　真栄田　雅也　　カメラ映像機器工業会会長　　キャノン㈱技術最高顧問
理  事：　濱 谷　正 人　　日本顕微鏡工業会会長　　　　　　㈱ニコン 常務執行役員
理　事:　浜 田 智　秀   日本光学測定機工業会会長     ㈱ニコン 専務執行役員
理　事:　小 澤 素 生  日本医用光学機器工業会会長   ㈱ニデック代表取締役社長
監  事：　平　野　聡     日本測量機器工業会会長       ㈱トプコン 社長

各工業会会長が変更の場合、新会長が引き継ぐことで承認されました。
次いで、第Ⅲ号議案「令和２年度事業計画」及び「収支予算案」の説明が行われ審議・承認されました。令和２年度の主な事業計画は以下の通りです。

（１）ISO/TC172国内委員会及び同SC1国内分科委員会の事務局として、国際規格の制定に協力する。
（２）「光学機器製造」関係の技能検定実施に協力団体として活動していく。
（３）光学機械器具の生産・出荷・輸出入統計の編集・作成を行い関係部署に提供していく。
（４）卓越した技能者の表彰については、当協会会長が審査委員会委員の委嘱を受けており引き続き協力していく。

（５）光学産業に共通する課題について情報の収集を行い、対応協議の場を設定する。
（６） IT機器の活用により関係団体との連絡の効率化・迅速化を図っていく。

（７）日光協ニュースを発行し、会員各位に情報を迅速に提供するとともに、当協会の活動状況をご理解いただく努力をする。
令和３年３月新規高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日の等の変更について（通知）（令和２年６月１１日）

 (以下抜粋)

　文部科学省初等中等教育局長、厚生労働省職業安定局長、厚生労働省人材開発統括官より、当協会会長宛に以下の協力要請がございました。以下に抜粋を記します。
　新規学校卒業者の就職については、種々ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、新規中学校・高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日等並びに文書募集開始時期等の順守については、令和２年２月１９日付文科発第１５２１号、職発０２１９号、開発０２１９第２０号「令和３年３月新規中学校・高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日等並びに文書募集開始時期について（通知）」（以下「通知」という。）により、通知しているところです。
　今般の新型コロナウイルス感染症（以下「コロナウイルス」という。）の感染拡大の影響により、全国の高等学校では臨時休業がなされていたところ、高等学校で行う就職準備期間が短くなり、生徒が不安を抱えたり、不十分な準備のまま就職活動に臨むことが懸念されます。
　こういった不安を解消し、生徒の希望・適正にあった就職を実現させるためには、企業研究や職場見学などを含む就職準備に必要な時間を確保する必要があり、通知の第一に記載する推薦及び選考開始時期等を下記によることとしました。
　ついては、貴団体におかれましても、下記の事項にご留意の上、選考開始時期等及び文書募集開始時期等の順守について、会員事業所への周知徹底を図られるよう格別のご配慮をお願いします。





記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．新規高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日等
（１）新規高等学校卒業者の推薦開始時期については、推薦文書の到達が令和２年１０月５に以降となるようにすること。
（２）新規高等学校卒業者の選考開始期日については、令和２年１０月１６日以降とすること。
（３）採用内定の開始については、従前と同様、選考開始と同日以降におこなうことができるものであること。
２．コロナウイルスの影響を踏まえた就職活動への配慮について
　コロナウイルスの防止の観点から、求人者が応募前職場見学や選考を実施する際は、感染防止策を徹底すること。
　また、応募前職場見学の日程設定に当たっては、例年、学校の夏季休業中に実施している求人者が多いですが、今年度については、夏季休業期間が短縮され、また、地域や学校ごとに下記休業期間が違うことが想定されることから、柔軟な対応をすること。
さらに、全国高等学校統一応募所領の「身体状況」欄等については、学校休業の影響を踏まえ、令和２年３月１９日付文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課事務連絡「新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた学校保健安全法に基づく児童生徒等及び職員の健康診断の実施に係る対応について」により、児童生徒等の定期の健康診断（学校保健安全法第１３条第１項）の実施については、「やむを得ない事由によって当該期日までに健康診断を実施することができない場合には、当該年度末日までの間に、可能な限りすみやかに実施すること」とされており、推薦期日又は選考開始期日等までに当該年度の身体状況の記入が難しい場合があることが想定されます。
　また、全国高等学校統一応募書類の「身体状況」欄の記入上の留意事項として、「身長、体重、聴力及び視力欄については、それぞれについて高等学校等用生徒健康診断票の、最も新しい記載事項を転記すること。」とされています。
　このため、「身体状況」欄に第二学年時等数値で記入されうる場合等があっても全国高等学校統一応募様式として問題ない旨、ご理解いただきたいこと。　　以上
　　　　
令和２年４月生産・出荷統計
	
	生　　産
	受　入
	出　　荷
	月末在庫

	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	販　売
	その他
	数　量

	
	
	
	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	

	デジタル
カメラ
	124,650
(0.65)
	6,308
(0.64)
	225,812
(0.69)
	151,008
(0.53)
	8,584
(0.62)
	206,645
(0.74)
	114,041
(0.52)

	フィルム

カメラ
	5,468
(0.74)
	5,474
(0.72)
	4,810
(0.86)
	3,912
(0.71)
	3,871
(0.61)
	4,538
(0.72)
	11,316
(1.12)

	交換レンズ


	139,207
(0.77)
	7,394
(0.67)
	82,249
(0.53)
	122,973
(0.36)
	6,300
(0.39)
	23,798
(0.60)
	784,564
(1.48)

	光学・精密
測定機
	22,117
(0.84)
	3,904
 (0.75)
	-
	21,902
(0.75)
	3,867
(0.69)
	-
	36,148
(1.05)

	光分析機器

	9,020
(0.65)
	21,061
(1.11)
	-
	9,053
(0.64)
	19,812
(1.08)
	-
	5,662
(0.84)

	測量機


	 2,610
(0.59)
	352
(0.51)
	-
	5,713
(0.97)
	906
(0.96)
	-
	8,841
(0.79)

	合　計


	  -    

	44,493
(0.83)
	-
	-

	43,340
(0.71)
	-
	-



(　　　)内は、前年度比

注） 「受入」:調査期間中に工場または倉庫に次の事由により受入れられた製品の数量

（1） 他企業から購入したもの(輸入を含む)

（2） 同一企業内の他工場から受入れたもの

（3） 委託生産品及び委託加工品を委託先の工場から受入れたもの

（4） 返品(戻入れ)されたもの　
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